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常陸大宮常陸大宮

－救急車が到着する前に

私達にも出来ることがあります－

救急の日イベントで応急処置を体験

主な内容

P２～３ 平成21年度決算報告

P４ 平成21年度常陸大宮市の健全化判断
比率・資金不足比率

P９ 常陸大宮市へようこそ
P10～12 開院５年 常陸大宮済生会病院
P13 ふるさと見て歩き
P16 FDH  11月9日は119番の日です
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�広報　常陸大宮 平成22年10月号

市 民 税 20億6,962万円 8.9％
固定資産税 26億477万円 11.3％
軽自動車税 9,927万円 0.4％
た ば こ 税 2億3,074万円 1.0％
入 湯 税 2,281万円 0.1％

会計名 歳入（A） 歳出（B） 差引（A－B）

国民健康保険 事業勘定 49億5,136万円 48億7,621万円 7,515万円
診療施設勘定 2億4,091万円 2億3,007万円 1,084万円

老 人 保 健 1,893万円 1,646万円 247万円
公共下水道事業 8億2,330万円 8億711万円 1,619万円
公 営 墓 地 5,446万円 573万円 4,873万円
農業集落排水事業 10億6,043万円 10億3,514万円 2,529万円
介 護 保 険 37億1,872万円 36億9,499万円 2,373万円
簡 易 水 道 事 業 12億7,682万円 11億5,822万円 1億1,860万円
宅 地 造 成 事 業 3,313万円 2,921万円 392万円
戸別浄化槽整備事業 5,565万円 5,278万円 287万円
温 泉 事 業 1億3,670万円 1億3,505万円 165万円
後期高齢者医療 4億1,305万円 4億1,109万円 196万円

上水道事業 収益的収支 6億6,817万円 6億4,217万円 2,600万円
資本的収支 7,570万円 3億3,503万円 △2億5,933万円

合　　計 135億2,733万円 134億2,926万円 9,807万円

平成21年度末市債の現在高

　

平
成
21
年
度
は
、
歳
入

に
つ
い
て
は
、
経
済
不
況

の
影
響
を
受
け
、
法
人
市

民
税
を
は
じ
め
市
税
が
大

幅
に
落
ち
込
む
な
か
、
国

の
経
済
危
機
等
の
臨
時
交

付
金
や
財
政
調
整
基
金
繰

入
金
及
び
市
債
等
の
活
用

に
よ
り
所
要
の
財
源
を
確

保
し
ま
し
た
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、

合
併
５
周
年
記
念
事
業
や

デ
マ
ン
ド
交
通
シ
ス
テ
ム

構
築
事
業
等
、
総
合
計
画

等
に
基
づ
く
各
種
施
策
を

推
進
し
た
他
、
国
の
２
次

に
わ
た
る
経
済
対
策
補
正

等
に
よ
り
小
中
学
校
耐
震

診
断
や
改
修
工
事
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行
補

助
、
消
防
救
助
工
作
車
購

入
事
業
、
定
額
給
付
金
給

付
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
歳
入
決
算

額
は
２
３
１
億
６
５
３
２

万
円
、
歳
出
決
算
額
は
２

２
６
億
１
３
２
８
万
円
で

歳
入
と
歳
出
の
決
算
額
に

５
億
５
２
０
４
万
円
の
差

が
あ
り
、
こ
の
う
ち
平
成

21
年
度
に
完
了
し
な
か
っ

た
事
業（
繰
越
事
業
）に
充

て
る
財
源
１
億
１
０
６
２

万
円
を
除
い
た
４
億
４
１

４
２
万
円
は
、
平
成
22
年

度
の
一
般
会
計
予
算
へ
繰

り
越
し
て
い
ま
す
。

その他
11億286万円（4.8%）

◎上水道事業会計の資本的収支の差引△2億5,933万円（不足額）
は、過年度分損益勘定留保資金等で補てんしました。

歳　入
231億6,532万円

（100％）

市税
50億2,721万円（21.7%）

平成21年度特別会計･公営企業会計決算額

※印の項目は、市債のうち合併特例事業債や過疎対策事業債な
ど、毎年度の元利償還額の一部を地方交付税で補てんされる
市債があり、それらの市債の残高から補てんされる金額を除
いて実際に市が負担する見込み額です。

自
主
財
源

依
存
財
源 （30.8％）

（69.2％）

■問い合わせ先■　財政課　財政グループ　☎ 52-1111　内線 375

　
平
成
21
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
及
び
企
業
会
計

の
決
算
が
、市
議
会
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税

金
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
が
ど
の
よ
う
に
使
わ

れ
た
の
か
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平
成
21
年
度 

決
算
報
告

区　　　　分 現在高

一

般

会

計

合 併 特 例 事 業 債 51億8,211万円
過 疎 対 策 事 業 債 49億3,059万円
臨 時 財 政 対 策 債 69億3,873万円
そ の 他 99億1,378万円
一 般 会 計 計 Ａ 269億6,521万円

※Ａから地方交付税算入分を
除いた市債残高 97億5,694万円

特
別
会
計
・
企
業
会
計

国 保 診 療 施 設 勘 定 2,293万円
公 共 下 水 道 事 業 32億4,926万円
農 業 集 落 排 水 事 業 42億9,880万円
戸 別 浄 化 槽 整 備 事 業 2億3,133万円
簡 易 水 道 事 業 29億3,988万円
宅 地 造 成 事 業 1億4,508万円
温 泉 事 業 8,190万円
上 水 道 事 業 13億1,482万円
特 別 会 計 等 計 Ｂ 122億8,400万円

※Ｂから地方交付税算入分を
除いた市債残高 73億5,874万円

合　　計（A＋ B） 392億4,921万円
※合計（A＋B）から地方交付税算入
分を除いた市債残高 171億1,568万円

その他
4億971万円（1.8%）

繰越金
5億6,581万円（2.4%）
諸収入
5億3,010万円（2.3%）
繰入金
3億4,707万円（1.5%）
使用料手数料
2億6,356万円（1.1%）

地方交付税
82億9,481万円（35.8%）

国庫支出金
31億3,981万円
（13.5%）

市債
21億9,299万円
（9.5%）

県支出金
12億9,139万円
（5.6%）
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次年度への繰越金（収入－支出） 11万円 12万円 ▲1万円

市民の皆さんの
市税負担額と市の歳出額
区　分 １人当たり １世帯当たり

市 税 負 担 額 107,014円 294,920円

歳 出 額 481,369円 1,326,603円

◎上記の金額は、平成22年3月31日現在の
住民基本台帳人口と世帯数（46,977人、
17,046世帯）を用いて算出しています。

財政用語が難しかったり、金額の桁数が大き過ぎて実感がわかないと
言われることが多いので、市の財政状況を身近に感じていただけるよ
うに、一般会計の決算規模を5000分の1に縮小して『ひたまるさんち
の家計簿』に例えて表現してみました。市の財政と家庭の家計簿では
仕組みが違い、完全な置換えが難しいところが多々あることをご了解
ください。

『ひたまるさんちの家計簿』

消防設備等の整備や商工振興等に係る費用
◆消防資機材（救助工作車、防火水槽等）整備事業
◆プレミアム付商品券発行補助
◆商工会助成事業
◆宮の郷工業団地企業誘致推進事業
◆観光振興対策事業など

農道・林道整備や農林水産業振興等に係る費用
◆土地改良事業等による農道及び排水路整備
◆県営負担金事業による基盤整備
◆林道整備事業
◆木造住宅建設助成事業
◆森林機能緊急回復整備事業など

保健衛生、広域聖苑管理運営、ごみ収集等に
係る費用
◆健康診査、予防接種及び結核予防事業
◆常陸大宮済生会病院運営安定化支援
◆新型インフルエンザ等伝染病予防対策事業
◆広域聖苑管理運営費
◆大宮地方環境整備組合負担金
◆ごみ収集委託など

道路・橋梁整備、公営住宅管理等に係る費用
◆市道・橋梁整備事業
◆公営住宅管理事業
◆公共下水道事業特別会計繰出金など

障害者福祉、高齢者福祉、保育所費
等に係る費用
◆障害者福祉対策事業
◆老人医療給付事業
◆児童手当、保育所費
◆子育て応援特別手当支給事業
◆母子・父子福祉手当支給事業
◆高齢者福祉対策事業
◆生活保護事業など

過去の借入金の返済
等に係る費用
◆元金償還
◆利子償還
◆一時借入金利子

歳　出
226億1,328万円

（100％）

消防費ほか
19億5,979万円
（8.7%）

民生費
55億5,401万円
（24.5%）

公債費
35億9,004万円
（15.9%）総務費

33億8,308万円
（15.0%）

教育費
26億927万円
（11.5%）

衛生費
21億721万円
（9.3%）

土木費
19億8,555万円
（8.8%）

農林水産業費
14億2,433万円
（6.3%）

市民１人当たり・世帯当たりの
基金及び市債の現在高
区　分 １人当たり １世帯当たり

基　
金

積 立 基 金 8万円 22万1千円

定額運用基金 2万6千円 7万1千円

合　計 10万6千円 29万2千円

市　
債

一 般 会 計 57万4千円
（20万8千円）

158万2千円
（57万2千円）

特別会計＋
企 業 会 計

26万1千円
（15万6千円）

72万1千円
（43万2千円）

合　計 83万5千円
（36万4千円）

230万3千円
（100万4千円）

◎上記の金額は、平成22年3月31日現在の
住民基本台帳人口と世帯数（46,977人、
17,046世帯）を用いて算出しています。

　また、市債の「1人当たり」及び「1世帯
当たり」の（　）書きの金額は、地方交
付税で補てんされる金額を除いています。

収　　　　　　　入
収入費目 歳入区分（目的別） H21家計の収入 H20家計の収入 比較増減

給料 市税・分担金及び負担金・
使用料及び手数料など 121万円 131万円 ▲10万円

実家からの援助 地方交付税・各種交付金・
国県補助金など 277万円 237万円 40万円

不動産収入 財産収入など 3万円 3万円 0円
銀行などからの借入金 市債 44万円 42万円 2万円
貯金の取崩し 繰入金 7万円 11万円 ▲4万円
前年度からの繰越金 繰越金 11万円 10万円 1万円

１年間の収入合計 463万円 434万円 29万円

支　　　　　　　出
支出費目 歳出区分（性質別） H21家計の支出 H20家計の支出 比較増減

食費 人件費 95万円 98万円 ▲3万円
電気・水道代などの日常生活費 物件費 58万円 57万円 1万円
医療費・介護費用など 扶助費 50万円 48万円 2万円
ローンの返済 公債費 72万円 70万円 2万円
家・車の修理代など 維持補修費 2万円 2万円 0円
区会費・お祝金など 補助費等 51万円 35万円 16万円
子どもへの仕送り 繰出金 62万円 56万円 6万円
家の増改築・車の購入代
など

投資的経費（普通建設事
業費・災害復旧費） 52万円 51万円 1万円

友人への融資 投資及び出資金・貸付金など 4万円 0円 4万円
貯金 積立金 6万円 5万円 1万円

１年間の支出合計 452万円 422万円 30万円

地域振興等に係る費用
◆市内循環交通システム事業
◆デマンド交通システム構築事業
◆合併５周年記念事業
◆移動通信用鉄塔施設整備事業
◆定額給付金給付事業
◆徴税対策費など

小・中学校・幼稚園管理費、生涯学習・スポーツ振
興等に係る費用
◆小中学校校舎等の耐震化、環境整備、備品の充実
◆教育支援センター事業
◆小学校英語指導員配置事業
◆ふれあいの船体験事業
◆生涯学習推進事業
◆学校給食センター設備等の充実など
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◎資金不足額がないため、資金不足比率は「－」と表示しています。

常陸大宮市の健全化判断比率・資金不足比率

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）」に基づき、平成21年度の健全化判断比率・
資金不足比率を公表します。

　財政健全化法は、地方公共団体の財政の健全性に関する指標の公表制度を設け、その比率に応じて財政の早
期健全化及び財政の再生、公営企業の経営の健全化を図るための必要な対策を実施することにより、地方公共
団体の財政破綻を未然に防ぐことを目的としています。
　早期健全化基準を超えた場合は財政健全化計画を、資金不足比率が経営健全化基準以上になった場合は経営
健全化計画を定めることになります。
　平成21年度決算に基づき算定された常陸大宮市の健全化判断比率及び資金不足比率は、以下のとおりすべ
ての指標において基準値を下回り健全性を維持しました。

健全化判断比率

指標名 健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準 備　　考

実 質 赤 字 比 率
　　　　　※１

－ 12.78％ 20.00％ 普通会計
※ 2

の赤字を標準財政規模
※ 3

と
比較したものです。

連結実質赤字比率
　　　　　※１

－ 17.78％ 40.00％
市のすべての会計の赤字や黒字を
合算し、標準財政規模と比較した
ものです。

実 質 公 債 費 比 率 14.90％ 25.00％ 35.00％

特別会計や一部事務組合等も含め
た市の実質的な公債費を、標準財
政規模と比較した３カ年の平均値
です。

将 来 負 担 比 率 116.70％ 350.0％

市の借金の他、関係法人等まで含
めて市が将来支払わなければなら
ない債務を、標準財政規模と比較
したものです。

※ 1　赤字がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」と表示しています。
※ 2　一般会計と公営墓地、温泉事業の２つの特別会計を合わせたものです。
※ 3　地方公共団体が標準的に収入されると見込まれる市税などの一般財源の規模を示すものです。

資金不足比率

会　計　名 資金不足比率 経営健全化基準 備　　考

上 水 道 事 業 会 計 －

20.00％

資金不足比率は、公営企業
会計ごとの資金不足を、公
営企業の事業規模である料
金収入の規模と比較した比
率です。

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 －
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 －
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 －
戸別浄化槽整備事業特別会計 －
宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計 －

平成21年度
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常
陸
大
宮
市

元
気
っ
子･

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

常
陸
大
宮
市

元
気
っ
子･

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ

長
寿
を
祝
っ
て

長
寿
を
祝
っ
て

　

８
月
24
日
か
ら
27
日
ま
で
、
美
和
地
域

を
主
会
場
に
市
内
の
小
学
5
年
生
38
人

（
男
15
・
女
23
）
が
参
加
し
、
3
泊
4
日

の
日
程
で
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　
猛
暑
の
中
、花
立
自
然
公
園
内
で
ウ
ォ
ー

ク
ラ
リ
ー
や
望
遠
鏡
の
製
作
を
し
た
り
、

尺
丈
山
で
下
草
刈
り
や
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー

ム
を
体
験
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
夜
に
は
天
文
台
「
美
ス
タ
ー
」

で
星
空
の
観
測
や
旧
檜
沢
小
学
校
で
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
を
行
い
、
盛
り
だ
く

さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
テ
ン
ト
に
宿
泊
し
た

こ
と
や
美
和
さ
さ
の
湯
に
み
ん
な
で
入
浴

し
た
こ
と
が
楽
し
か
っ
た
と
い
う
感
想
が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

市
議
会
定
例
会

　

平
成
22
年
第
３
回
常
陸
大
宮
市
議
会
定

例
会
が
、
９
月
３
日
か
ら
27
日
ま
で
開
会

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
次
の

議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
可
決
、

認
定
及
び
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
市
長
提
出
議
案

平
成
21
年
度
決
算

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
・
特
別
会
計

（
12
会
計
）
歳
入
歳
出
決
算

条　
　

例

○
常
陸
大
宮
市
職
員
団
体
の
た
め
の
職
員

の
行
為
の
制
限
の
特
例
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

平
成
22
年
度
補
正
予
算

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
・
特
別
会
計（
５

会
計
）
補
正
予
算

人　
　

事

（
敬
称
略
）

○
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

平
島　

則
子
（
南
町
）

そ
の
他

○
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

○
市
道
路
線
の
認
定
、
廃
止
、
変
更
に
つ

い
て

　

敬
老
の
日
に
あ
た
り
、
９
月
13
・
14
・

15
日
の
３
日
間
、
副
市
長
、
保
健
福
祉
部

長
が
、
１
０
０
歳
以
上
の
ご
長
寿
の
方
々

を
訪
問
し
、
市
及
び
市
社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
祝
い
金
や
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
し

た
。
そ
し
て
、
今
年
度
１
０
０
歳
を
迎
え

ら
れ
る
方
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
と
県
知

事
か
ら
の
褒
状
・
記
念
品
を
贈
り
長
寿
を

お
祝
い
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
各
地
域
で
は
、
市
内
に
お

住
ま
い
の
75
歳
以
上
の
方
を
招
い
て
長
寿

の
お
祝
い
の
会
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
現
在
、
市
内
の
65
歳
以
上
の

人
口
は
１
３
４
１
６
人
で
、
う
ち
１
０
０

歳
以
上
の
方
は
31
人
（
男
性
６
人
、
女
性

25
人
）
で
昨
年
よ
り
２
人
減
り
ま
し
た
。

　

以
下
の
表
は
、
市
内
の
１
０
０
歳
以
上

の
皆
さ
ん
で
す
。

▲尺丈山での下草刈り体験

▲御前山地域の敬老会

年　

齢

氏　
　
　

名
（
地　

区
）

１
０
５
歳

小
野
瀨
く
に
（
山　

方
）

１
０
３
歳

鹿
島　
　

一
（
野　

上
）

軍
司　
　

渡
（
野　

口
）

内
田　

セ
イ
（
上
小
瀬
）

１
０
２
歳

伹
野　

サ
キ
（
野
口
平
）

君
島　

と
し
（
野　

口
）

澤　
　

節
（
諸　

沢
）

桑
名　

ト
ミ
（
上
小
瀬
）

桒
田　

モ
ト
（
上
小
瀬
）

１
０
１
歳

横
山　

さ
と
（
鷹　

巣
）

古
田
土
志
ま
（
野　

田
）

金
子
ふ
ち
の
（
長　

田
）

小
野
瀨
貞
子
（
山　

方
）

佐
藤　

キ
ミ
（
高　

部
）

長
山　

ヒ
テ
（
下
小
瀬
）

冨
山　

と
め
（
上
岩
瀬
）

河
西　

市
平
（
高　

部
）

小
林　

り
ゑ
（
野　

口
）

佐
藤　

愛
子
（
小
田
野
）

鈴
木
酉
之
介
（
鷹　

巣
）

１
０
０
歳

川
野　

秀
雄
（
鷲　

子
）

青
山
は
る
の
（
檜　

山
）

桐
原　

り
ん
（
照　

田
）

渡
辺　

ふ
さ
（
照　

山
）

塙　
　
　

毅
（
東　

野
）

石　

は
な
（
中
富
町
）

野
上　

み
さ
（
八　

田
）

大

根
シ
マ
（
北　

町
）

９
月
１
日
現
在

敬
称
略

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
の
氏
名
は

　

掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。
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地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

活
性
化
の
た
め
に

～
宝
く
じ
助
成
事
業
で
備
品
を
整
備
～

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

活
性
化
の
た
め
に

～
宝
く
じ
助
成
事
業
で
備
品
を
整
備
～

美
和
木
材
共
同
組
合
の
手
に
よ
り

ベ
ン
チ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

美
和
木
材
共
同
組
合
の
手
に
よ
り

ベ
ン
チ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

あ
な
た
か
ら
は
じ
ま
る
救
命
リ
レ
ー

～　

救
急
の
日　

～

あ
な
た
か
ら
は
じ
ま
る
救
命
リ
レ
ー

～　

救
急
の
日　

～

　

大
宮
第
２
区
（
成
井
貞
行
区
長
）
は
、

地
域
の
活
性
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
推
進

す
る
た
め
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
参

加
及
び
協
力
、
伝
統
文
化
の
伝
承
、
社
会

福
祉
活
動
へ
の
協
力
、
地
域
防
災
・
交
通

安
全
・
防
犯
活
動
や
、環
境
美
化
活
動
等
、

様
々
な
活
動
を
地
域
一
体
と
な
っ
て
展
開

し
て
い
ま
す
。

　

活
動
拠
点
と
な
る
南
町
公
民
館
の
各
種

備
品
は
、
建
設
当
初
に
購
入
し
て
以
来
、

老
朽
化
が
進
行
し
使
用
出
来
な
い
状
態
の

も
の
が
多
く
、
活
動
に
支
障
を
来
し
て
い

る
状
況
で
し
た
が
、
今
般
、
そ
の
不
足
分

を
補
う
と
と
も
に
、
多
目
的
ホ
ー
ル
と
和

室
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
快
適
な
活
動
環

境
の
改
善
を
図
る
べ
く
、
宝
く
じ
の
助
成

金
と
自
己
負
担
金
を
併
せ
、
会
議
用
テ
ー

ブ
ル
20
脚
、い
す
60
脚
、エ
ア
コ
ン
３
台
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ
１
台
を

　

市
役
所
前
の
市
民
バ
ス
停
留
所
、
乗
合
タ

ク
シ
ー
乗
り
場
に
設
置
さ
れ
て
い
る
木
製
ベ

ン
チ
が
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ベ
ン
チ
は
、
平
成
19
年
10
月
の
市

民
バ
ス
の
運
行
開
始
後
に
美
和
木
材
共
同

組
合
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
、
今
ま
で
た

く
さ
ん
の
方
に
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
こ
の
た
び
、
同
組
合
が
ベ
ン

チ
を
作
業
場
ま
で
運
び
、
約
３
年
の
間
に

傷
ん
だ
ベ
ン
チ
の
表
面
を
削
る
等
し
て
手

入
れ
を
行
い
再
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　９月15日、オーストラリアのギンピーハイス
クールの生徒が市役所を訪れました。
　訪れたのは小瀬高等学校国際交流事業により来
日していた22人の生徒と３人の先生で、議員控
室で市長や教育長等と懇談を行った後、議場や展
望ロビーを見学しました。
　また、市長室にも訪れ、市長椅子に座って記念
撮影を行う等して和やかなひと時を過ごしまし
た。

ようこそ常陸大宮市役所へ
ハイスクールの生徒が表敬訪問

購
入
し
ま
し
た
。

　

宝
く
じ
の
普
及
及
び
広
報
を
目
的
と
し

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
施
設
や

備
品
を
整
備
す
る
た
め
の
こ
の
助
成
に
よ

り
、
同
区
で
は
、
更
な
る
地
域
活
動
の
盛

り
上
が
り
に
期
待
し
、
地
域
全
体
の
活
性

化
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
張
り
切
っ
て
い

ま
す
。　

　

９
月
９
日
の
救
急
の
日
を
前
に
、
９
月

４
日
、
市
内
ス
ー
パ
ー
の
敷
地
内
で
市
消

防
本
部
主
催
の
救
急
の
日
の
イ
ベ
ン
ト
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
市
民
の
方
に
救
急
医

療
・
救
急
業
務
に
対
し
て
正
し
い
理
解
と

知
識
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
実
施
さ
れ

た
も
の
で
、
訓
練
用
ダ
ミ
ー
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
を

使
用
し
て
の
応
急
手
当
の
実
技
指
導
や
機

器
の
展
示
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
番
組
、金
ス
マ
の
「
ひ

と
り
農
業
」
の
コ
ー
ナ
ー
に
出
演
中
で
常

陸
大
宮
大
使
の
渡
辺
直
道
さ
ん
と
消
防
署

員
に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
、
実

際
に
あ
っ
た
ト
ラ
ブ
ル
を
も
と
に
、
体
験

談
を
交
え
て
分
か
り
や
す
く
応
急
処
置
の

方
法
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

▲左：渡辺さん
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美
和
さ
さ
の
湯
に
１
０
０
万
人

三
太
の
湯
に
１
５
０
万
人

祝

美
和
さ
さ
の
湯
に
１
０
０
万
人

三
太
の
湯
に
１
５
０
万
人

　常陸大宮市ネットワーカー協議会ヤッホーふれあいの会（木村勉会長）
は、毎月シートベルト着用調査を山方宿駅前で実施しています。

車に乗ったら　忘れずに

　

９
月
19
日
、
美
和
さ
さ
の
湯
の
入
館
者

が
１
０
０
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

１
０
０
万
人
目
の
入
館
者
と
な
っ
た
の

は
、
毎
週
当
施
設
を
訪
れ
て
い
る
と
い
う

水
戸
市
在
住
の
今
瀬
鶴
子
さ
ん
で
、
市
経

済
建
設
部
の
小
林
部
長
か
ら
地
元
特
産
品

等
の
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
三
太
の
湯
で
は
、
９
月
23
日
に

家
族
４
人
で
訪
れ
て
い
た
水
戸
市
在
住
の

深
谷
嘉
英
さ
ん
が
１
５
０
万
人
目
の
入
館

者
と
な
り
、
山
方
総
合
支
所
の
三
次
支
所

長
か
ら
記
念
品
の
目
録
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

さ
さ
の
湯
は
平
成
15
年
４
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
、
三
太
の
湯
は
平

成
12
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
入
浴
施
設

で
、
市
内
は
も
と
よ
り
市
外
か
ら
も
た
く

さ
ん
の
方
が
訪
れ
、
や
す
ら
ぎ
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

歴史民俗資料館と共に
茨城大学　人文学部　　　　　　　

人文コミュニケーション学科４年
藤井　達也さん

　私は歴史民俗資料館で博物館実
習をさせていただくとともに、資
料館が主催する体験講座「楮

こうぞ
を育

てて和紙を漉
す

こう」にもメンバー
として参加しています。
　博物館実習では、民具や古文書
の整理のお手伝いを通して、実際
に文化財に触れるという貴重な体験をしました。そ
して、古美術修復の現場を見学し、文化財相手の仕
事を身をもって経験することが出来ました。
　また、和紙の講座の第３回では、こんにゃく作
り、紙染めをしました。体験そっちのけで遊んでし
まう子ども達には振り回されっぱなしでしたが、こ
んにゃく作りを始めた時の真剣な表情は印象的でし
た。こうした活動を通じて、子ども達が文化財に興
味を持つことを強く願います。
※市と茨城大学とは相互に連携協力し「豊かな自然と調和

した安心・快適な活力のまち」を目指して各事業に取り
組んでいます。

　９月19日、塩田ふるさと協議会（大貫孝夫会
長）が募集した豊島区と県内外のお米作りオー
ナー約70人が、稲刈りを行いました。
　この催しは、美味しいお米を生産する塩田地区
のPRと交流による地域活性化を図ることを目的と
して、平成21年度より取り組んでいる事業です。

　鎌を使った手刈りの稲刈りは難しく、指を切っ
てしまった方もいましたが、慣れないおだがけ作
業も行い、稲刈り体験を終了しました。
　今回刈り取った稲は精米された後、オーナーに
配られます。

お米作りオーナーが稲刈り体験いっしょにまちづくり

調査日
運　　転　　席 助　　手　　席 合　　　　計

台　数 着用数 着用率（％） 台　数 着用数 着用率（％） 台　数 着用数 着用率（％）

７月１日 190 189 99.5 22 20 91.0 212 209 98.6

８月２日 165 161 97.6 21 20 95.2 186 181 97.3

９月１日 199 191 96.0 19 14 73.7 218 205 94.0

◎７～９月調査分
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ソフトボールの部　　参加チーム：８チーム
　於  ： 緒川運動公園多目的グラウンド

優　勝　村石体協
準優勝　小場
第３位　小舟
　　　　川西

平成22年度常陸大宮市体育協会球技大会
開催日：９月５日　　　主　催：市体育協会（三次真一郎会長）

バレーボールの部　　参加チーム：９チーム
　於  ：小瀬高等学校体育館　　

優　勝　村石体協
準優勝　MIWA
第３位　大賀体協
　　　　盛和球友クラブ

▲村石体協の皆さん▲村石体協の皆さん

　判断力の低下や一人暮らしで相談する相手がいないなどの状況にある高齢者が、訪問販売や電話勧誘販
売の被害に遭うケースが増えています。

困った時は消費生活センターに相談してください。
　　　　　■茨城県消費生活センター　　　　☎029－225－6445　
　　　　　■常陸大宮市消費生活センター　　☎52－2185（直通）（本庁商工観光課内）

高齢者を狙った悪質商法にご注意を!

　自宅に来た男性にみかんを勧められ試食し
た。「1㎏1,400円」と言われ1㎏を注文した。
ついでに「千円札10枚を1万円札に両替してく
れ」と言われたので1万円札を渡したところ、
10㎏のみかん箱を出され、「1万4千円だから、
不足の4千円を支払え」と言われた。

　玄関のドアを開けたり試食をしたりすると断
りにくくなるものです。必要がないものであれ
ばドアを開ける前にきっぱりと断りましょう。

　１回だけカニを購入した業者から「２万５千
円を２万円にする」と電話があり、値引きする
ならと了承したが、高額なので翌日キャンセル
の電話をしたが、業者から「クーリング・オフ
は出来ない。商品を送付してやる」と怒鳴られ
た。

　平成21年12月１日から、購入した状況に
よっては、食品もクーリング・オフが出来るよ
うになりました。

ケース２ケース１

電話勧誘販売
による場合

訪問販売
による場合
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　９月30日から10月３日まで、オーストラリアのヒースコート校、エンガディン校、ポートハッキン
グ校のハイスクールの生徒25人と先生８人が常陸大宮市を訪れました。３校は市の中学生海外派遣研
修事業で交流のある学校で、滞在中、生徒は市内の中学生の各家庭でホームステイをしました。
　９月30日は市役所への表敬訪問後、各中学校で授業と給食そして部活動等を通して生徒と交流を深
め、10月１日には市内の施設で紙すきと茶道を体験しました。10月２日はホームステイ先で一日を過
ごし、10月３日に常陸大宮市を後にしました。

▲セレモニーの前に受け取った
紙すき体験での作品と共に ▲お別れのセレモニー

▲バスで常陸大宮市を出発

▲お茶をたてました ▲抹茶のお味は？ ▲「ど～ぞお召し上がりください」

▲「日本」と言えば
　やっぱり富士山

▲描いたのは「愛」の文字

▲歓迎レセプション▲市役所表敬訪問

を体験和

常陸大宮市へようこそ

紙すき体験

茶道体験
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開
院
５
年　

常
陸
大
宮
済
生
会
病
院

　

茨
城
県
北
西
部
地
域
住
民
の
大
き
な
期
待
を
担
い
、
平
成
18
年
７
月
３
日
に
開
院
し
た
常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
が

５
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

常
陸
大
宮
済
生
会
病
院
は
、
常
陸
大
宮
市
と
隣
接
す
る
常
陸
太
田
市
・
那
珂
市
・
城
里
町
・
大
子
町
の
5
市
町
で

構
成
さ
れ
た
総
合
病
院
誘
致
期
成
同
盟
が
推
進
し
、
合
併
特
例
債
を
活
用
し
て
建
設
さ
れ
た
病
院
で
す
。

　

こ
こ
に
病
院
の
現
状
や
こ
れ
ま
で
の
実
績
を
紹
介
し
ま
す
。

平成18年

７月　３日 診療を開始する　109床稼働（３階及び４階病棟）

８月　８日 脳神経外科の診療を開始する

９月　２日 泌尿器科診療を開始する

１０月３０日 小児科診療を開始する

平成19年

２月　１日 救急告示病院の認定を受ける

２月　２日 救急医療二次病院・へき地医療拠点病院の指定を受ける

８月　１日 自治医科大学付属病院地域連携協力施設の認定を受ける

平成20年
１月２１日 第二種感染症指定医療機関の指定（２床）を受ける

６月　１日 ２階病棟開棟（139床稼働）する

平成21年 １１月　３日 感染症病床2床増床

　内科・消化器科・循環器科・呼吸器科・外科の５科、109床を開床して診療
を開始した後、脳神経外科・泌尿器科・小児科・整形外科を加え、平成20年
６月には30床を開床し、現在139床で運営しています。この間、救急告示病院
の認定や救急医療二次病院・へき地医療拠点病院・第二種感染症指定医療機関
の指定を受けました。
　今年９月末の常勤医師数は13人、看護師110人、准看護師１人、看護助手６
人、その他医療技術者は25人、事務員は47人で全体の職員数は202人です。

開 院 後 の 歩 み
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　常陸大宮済生会病院の医師数は、院長、循環器内科２人、消化器内科２人、内科１人、外科４人、整形外科
１人、小児科２人の13人となっています。
　本年４月から、茨城県派遣の医師が減少したことなどの影響により、消化器内科２人、循環器内科２人合わ
せて４人の医師が減少することとなりましたが、開院以来行っている24時間体制の救急医療は医師が減少し
た現状でも、できる限りの対応に努めていますが、時に救急受け入れが困難な状況が発生する場合も懸念され
ることから、常陸大宮済生会病院としても自治医科大学を始め、茨城県やその他のルートを通じ、できるだけ
早期の医師確保に努めているところです。

　平成18年度に３科だった外来診療科が平成19年度には６科となり、延べ患者数も平成18年度の倍以上に増
加し、その後も患者数は増加の傾向にあります。
　また、平成19年度から行っている健診と予防接種の受診者数は、平成19年度には456人だったのが平成19
年度には2,751人、平成21年度には4,043人に増えました。

外来 入院

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

内 科 14,156 26,579 29,190 29,694 9,890 16,884 19,290 20,725

外 科 7,341 11,664 10,868 10,451 6,621 13,328 13,485 11,635

小 児 科 2,288 6,913 9,694 9,404 183 749 1,412 1,702

整 形 外 科 － 2,682 8,182 8,096 － － 2,343 2,674

脳 神 経 外 科 － 1,148 1,094 1,102 － － － －

泌 尿 器 科 － 1,020 1,356 1,402 － 24 30 22

健診･予防接種 － 456 2,751 4,043 － － － －

合 計 23,785 50,462 63,135 64,192 16,694 30,985 36,560 36,758

１ 日 平 均 108.1 171.1 214.7 234.3 61.4 84.7 100.2 100.7

診療科別延べ患者数

　平成18年の開院以来、平成21年度まで、常陸大宮市の患者が外来患者で約75％、入院患者で約65％を占め
ています。

外来 入院

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

常 陸 大 宮 市 18,364 38,078 47,424 47,690 11,162 19,838 23,970 23,815

常 陸 太 田 市 1,148 2,912 4,194 4,622 1,489 2,575 3,392 3,624

那 珂 市 1,032 2,676 3,016 3,105 836 2748 3,256 3,609

城 里 町 775 1,326 4,325 4,551 889 1,623 2,694 2,898

大 子 町 1,449 3,381 1,450 1,465 1,590 3,049 1,847 1,011

そ の 他 1,017 2,079 2,726 2,759 728 1,152 1,401 1,801

合 計 23,785 50,452 63,135 64,192 16,694 30,985 36,560 36,758

現 状

地域別延べ患者数

（単位：人）

（単位：人）
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年々増加していて、搬送された患者のうち、約半数の方が入院治療となりました。

外来 入院
平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度

診療時間外 1,705 2,752 2,623 2,548 397 686 701 759
診療時間内 110 153 194 338 113 192 234 266
合 計 1,815 2,905 2,817 2,886 510 878 935 1,025

救急車による搬送件数

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度
総 患 者 数 741件 1,170件 1,122件 1,145件
う ち 入 院 340件 564件 570件 541件
入 院 割 合 45.9％ 48.2％ 50.8％ 47.2％
1 日 平 均 2.7件 3.2件 3.1件 3.1件

消防署別では、常陸大宮消防署管内が全体の約7割でした。

消防署別搬送件数

　救急患者数は、診療時間外に集中する傾向にあり、診療時間外の救急患者延べ件数は診療時間内の５～８倍
です。

救急扱い患者延べ人数

　地域の医療機関とのスムーズな連携に努め、安心して治療が受けられるよう患者さんやその家族へ支援を
行っています。

医療連携・相談室の設置

■問い合わせ先■　健康推進課〔総合保健福祉センター（かがやき）内〕　☎ 54-7121
　　　　　　　　　常陸大宮済生会病院　　　　　　　　　　　　　　　 ☎ 52-5151

医 療 相 談
　医療ソーシャルワーカーが、病気やけが、障
がいなどに伴って生じる心配事や医療費の相談
に応じ、患者さんやその家族が安心して治療に
専念出来るよう支援しています。
　また、院内スタッフ間や他医療機関・介護福
祉施設等との連携を図り、医療と医療、医療と
福祉をつなぐパイプ的役割を担っています。

地域医療連携
　地域のかかりつけ医等からの紹介患者の受け
入れや地域のかかりつけ医等への紹介の管理、
他院から依頼のあった検査の受託管理などを行
い、地域の医療機関との連携に努めています。

平成18年度　741件 平成19年度　1,170件 平成20年度　1,122件 平成21年度　1,145件

（単位：人）

常陸大宮
829件

那珂

常陸太田
大子
茂木 水戸 ひたちなか

その他

常陸大宮
808件

那珂

常陸太田
大子
茂木 水戸 ひたちなか

その他

常陸大宮
811件

那珂

常陸太田
大子
茂木 水戸 ひたちなか

その他

常陸大宮
574件

那珂

常陸太田
大子
茂木水戸 ひたちなか

その他
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え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
土
坑
か
ら
多
く
の
縄

文
土
器
が
出
土
し
て
い
ま
す
。

◇
有ゆ

う

段だ

ん

竪た

て

穴あ

な

建た

て

物も

の

跡あ

と

と
火か

炎え

ん

土ど

器き

　

西
塙
遺
跡
か
ら
は
県
内
で
は
珍
し
い
遺

構
・
遺
物
の
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
一
つ
は「
有
段
竪
穴
建
物
跡
」で
す
。

縄
文
時
代
以
来
、
奈
良
・
平
安
時
代
頃
ま

で
長
く
庶
民
の
家
で
あ
っ
た
竪た

て

穴あ
な

住じ
ゅ
う

居き
ょ

は

家
の
敷
地
を
一
段
掘
り
下
げ
、
数
本
の
柱

を
立
て
て
萱
な
ど
の
植
物
で
屋
根
を
地
面

ま
で
葺
き
お
ろ
す
構
造
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
有
段
竪
穴
建
物
跡
は
竪
穴
住
居
の
掘

り
下
げ
た
床
面
に
更
に
段
差
が
つ
い
て
い

る
も
の
で
す
。
県
内
で
も
数
例
し
か
確
認

さ
れ
て
い
な
い
珍
し
い
遺
構
で
す
。
な
ぜ

こ
の
よ
う
に
床
に
段
差
が
つ
け
ら
れ
た
の

か
、詳
し
い
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

発
掘
さ
れ
た
貯
蔵
穴
群
の
多
さ
に
比
べ

て
住
居
跡
は
極
め
て
少
な
く
、
今
回
の
発

掘
場
所
が
集
落
の
貯
蔵
区
域
に
あ
た
る
場

所
だ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
の
発
見
は
火
炎
土
器

で
す
。
火
炎
土
器
は
昭
和
十
一
年
に
近こ

ん

藤ど
う

篤と
く

三さ
ぶ

郎ろ
う

氏
が
馬う

ま

高だ
か

遺
跡
（
新
潟
県
長
岡

市
）
で
発
見
し
た
炎
の
よ
う
な
形
状
の
一

つ
の
土
器
を
「
火か

焔え
ん

土ど

器き

」
と
命
名
し
た

こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
、
火
焔
土

器
と
似
た
特
徴
を
持
つ
土
器
を
「
火か

焔え
ん

型が
た

土
器
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
ら
と

「
王お

う

冠か
ん

型が
た

土
器
」
な
ど
同
様
の
雰
囲
気
を

持
つ
土
器
を
あ
わ
せ
て
「
馬
高
式
土
器
」、

「
火
炎
土
器
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ

る
の
で
、
ご
存
知
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
特
徴
は
な
ん
と

い
っ
て
も
火
炎
を
表
現
し
た
よ
う
な
装
飾

性
の
高
い
形
状
で
す
。
他
に
、
鶏
の
ト
サ

カ
の
よ
う
な
大
き
な
四
つ
の
突
起
・
鋸き

ょ

歯し

状じ
ょ
う

口こ
う

縁え
ん

・
縄
目
を
使
わ
ず
隆り

ゅ
う

起き

線せ
ん

や
沈ち

ん

線せ
ん

文も
ん

で
あ
る
、
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

縄
文
時
代
中
期
中
葉（
約
四
五
〇
〇
年
前
）

に
新
潟
県
の
信
濃
川
中
流
域
を
中
心
と
し

た
地
域
で
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
新
潟
県

北
部
で
日
本
海
に
注
ぐ
阿あ

賀が

野の

川が
わ

流
域
で

も
多
く
の
火
炎
系
土
器
が
発
掘
さ
れ
て
い

ま
す
。
福
島
県
の
会
津
地
方
な
ど
で
特
に

多
く
、
こ
こ
を
経
由
し
て
周
辺
地
域
に
広

ま
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

　

で
は
、
西
塙
遺
跡
出
土
の
火
炎
土
器
に

つ
い
て
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
土
器
は
全
体

の
四
分
の
一
ほ
ど
が
発
見
さ
れ
、
接
合
が

可
能
で
し
た
。
口
縁
部
に
大
き
く
装
飾
的

な
把と

っ

手て

が
付
き
、
口
縁
の
下
に
も
小
さ
な

把
手
が
付
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
把
手

は
土
器
全
体
に
等
間
隔
に
付
け
ら
れ
て
い

た
と
思
わ
れ
、
四
つ
の
区
画
に
分
か
れ
て

い
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
口
縁
部
か
ら
胴

部
に
か
け
て
、
円
や
Ｓ
字
を
描
く
よ
う
な

複
雑
な
模
様
が
入
り
、
ま
さ
に
炎
が
燃
え

盛
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
低
温
で
焼
か
れ

た
た
め
、
全
体
に
も
ろ
く
、
良
質
な
土
器

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
火
炎
土
器
の
県
内
で

西
に

し

塙
は
な
わ

遺
跡

◇
縄
文
時
代
の

　

大
規
模
遺
跡

　

西
塙
遺
跡
は
御
前

山
地
域
野
口
地
区
字

西
塙
に
あ
り
ま
す
。

佐
伯
神
社
西
側
の
道

路
拡
張
の
た
め
、
平

成
十
九
年
十
二
月
か

ら
発
掘
調
査
が
始
ま

り
ま
し
た
。
西
塙
遺

跡
は
そ
れ
ま
で
も
縄

文
土
器
や
石
器
が
耕

作
中
に
出
土
す
る
場

所
と
し
て
知
ら
れ
て

い
て
、
発
掘
調
査
に
も
注
目
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

西
塙
の
地
は
南
に
那
珂
川
を
望
む
標
高

五
十
五
メ
ー
ト
ル
の
台
地
上
に
あ
り
、
東

側
に
は
縄
文
時
代
以
来
の
立
木
遺
跡
、
野

口
城
跡
が
近
距
離
で
存
在
し
ま
す
。
食
料

採
取
や
舟
運
の
便
の
良
い
川
に
臨
む
住
み

や
す
い
場
所
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

九
一
七
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
を
発
掘
し
た

今
回
の
調
査
で
は
、
全
体
で
四
〇
〇
も
の

土ど

坑こ
う

（
あ
な
）
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
う
ち
二
八
八
基
が
縄
文
時
代
中
期
か
ら

後
期
（
今
か
ら
約
四
千
～
五
千
年
前
）
の

も
の
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
土
坑
は
底
面
が

平
坦
で
一
定
の
広
さ
を
持
っ
て
い
ま
す
。

底
面
か
ら
開
口
部
ま
で
が
垂
直
に
近
い
形

で
立
ち
上
が
る
円
筒
型
と
底
面
部
に
比
べ

て
開
口
部
が
小
さ
い
袋
型
な
ど
の
形
が
あ

り
、
後
者
は
特
に
「
フ
ラ
ス
コ
状
土
坑
」

な
ど
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
ド
ン
グ
リ
や
ト

チ
の
実
な
ど
の
貯
蔵
用
に
掘
ら
れ
た
と
考

の
出
土
例
は
ご
く
少
数
で
す
が
、
そ
の
い

ず
れ
も
新
潟
産
で
は
な
く
、そ
の
周
辺
で
、

新
潟
の
土
器
を
ま
ね
て
作
ら
れ
た
も
の
の

よ
う
で
す
。
西
塙
遺
跡
出
土
の
火
炎
土
器

も
同
様
の
経
緯
の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

確
か
に
よ
く
見
る
と
技
術
の
甘
さ
も
垣
間

見
え
る
よ
う
な
…
。

＜
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▲有段竪穴建物趾

▲西塙遺跡出土の
　火炎土器

▲参考：新潟県笹山遺跡出土
の国宝火焔型土器

　（十日町市博物館蔵・茨城県立歴史館図
録『縄文の村弥生のムラ』2006 より）

第49回
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FIRE  DEPARTMENT  HITACHIOMIYA
消防本部（隊）　　　　　　　常陸大宮 第57回

　11月９日から11月15日までの一週間にわたり、秋季全国火災予防運動が実施されます。そして、火
災予防運動初日の11月９日は、「119番の日」です。
　「119」は火災・救急・救助など各種災害通報をする重要な災害通報専用電話番号です。緊急の場合
は特に慌ててしまいがちですが、消防が素早い対応が出来るように、緊急の時こそ落ち着いてしっかり
と場所や内容を通報してください。

緊急通報以外の問い合わせは、次の電話番号にお願いします。
　○　常陸大宮市の火災災害問い合わせテレホンサービス（音声案内）　☎53－1151
　○　当番医・病院案内（歯科以外）
　　　　茨城県救急医療情報コントロールセンター　☎029－241－4199
　　　　常陸大宮市消防本部（通信指令室） 　　　  ☎54－0119
　○　その他消防に関する事　　　
　　　　消防本部・東消防署　　☎54－0119
　　　　西消防署　　　　　　　☎56－2119

119番通報は、火災と救急救助など災害緊急通報専用ダイヤルです!

11月9日は119番の日です

１　市内からの119番通報は、すべて市消防本部の通信指令
室に入ります。

２　通信指令室では、場所や状況など必要な事についてお聞
きしますので、慌てずに落ち着いてお話しください。

　　（災害種別・場所が確認出来た時点で各消防署に予告指
令を出し、出動準備をさせます）

３　通報内容をすべて聴取すると、通信指令室から東消防署
と西消防署（ポンプ隊・救急隊・救助隊）に出動指令を
出します。

４　各隊（ポンプ隊・救急隊・救助隊）は、出動指令後１分
以内に出動します。

119番通報から出動までのしくみ

▲消防本部通信指令室

　市内から携帯電話を使って通報する場合は、常陸大宮市消防本部の通信指令室につながります。ただ
し、場所や電波状況によっては、他の消防本部へつながることがあります。そのような時は、つながっ
た消防本部から常陸大宮市消防本部へ転送してくれます。

○　運転中の場合は、安全な場所に停車してから通報してください。
○　発生場所の住所は市町村名から伝え、目標物等を正確に確認し通報してください。
○　移動しながら通報すると電話が切れてしまうことがあります。電波状況の良い場所から動かず

に通報してください。
　　※ただし、近くに固定電話や公衆電話がある場合は、なるべくその電話を利用してください。
○　通報場所や状況を確認するために消防本部から電話をかけ直すことがあるので、電話番号を伝

えてください。通報後は携帯電話の電源を切らないようにお願いします。

携帯電話から119番通報する場合の注意事項

　FAXによる119番通報も可能です。火災や救急等災害種別、場所（目標物）、内容、氏名などを記入
し119番に送信すると、消防本部の通信指令室で受信し消防隊・救急隊が出動します。
　119番通報用FAX用紙は東消防署、西消防署、市役所福祉課、各総合支所市民福祉課にあります。

聴覚に障がいのある方のFAXによる119番通報
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二酸化炭素削減に向けた６つのチャレンジ

健康アドバイス 「変形性膝関節症について」
常陸大宮済生会病院　整形外科部長

石川　有之先生
　変形性膝関節症は、高齢者の膝関節疾患では最も一般的な疾患です。荷重負荷による経時的ストレスや外
傷・肥満・加齢・遺伝的素因などにより多因子要素が関与して発症する疾患です。
　症状は、立ち上がりや階段での痛み・歩行時の痛み・正座時の痛みなどの疼痛があります。太ももの前の
筋肉が細くなり（大腿四頭筋萎縮）、膝の可動域制限も出現し正座不可能となり膝が完全に伸展できなくな
り曲がってきます。日本人はＯ脚の方が多く膝内側に疼痛を訴える方が多いです。膝関節の滑膜が炎症を起
こすと関節内に水がたまる関節水腫という状態になります。関節軟骨の摩耗が進むと靱帯が緩み歩行時に膝
が内外側に動揺してきます。Ｘ線所見は、関節の隙間が狭くなり進行するに従い裂

れ つ

隙
げ き

の狭小が進み、骨と骨
が擦れあう状態になります。
　治療は、消炎鎮痛剤の投与、大腿四頭筋の筋トレ、装具療法（膝装具、足底板）、関節内注射（ヒアルロ
ン酸の注入）があります。保存療法で疼痛が治まらずに変形が高度になった場合には手術療法があります。
関節鏡視下デブリドマン、高位脛骨骨切り術（脛骨の近位の骨を切り下肢のアライメントを矯正する方法）、
膝の内外側の一方のみが痛んでいる場合は片側だけを金属に置き換える人工膝単顆置換術、膝の内側外側と
も痛んでしまった場合は人工膝全関節置換術があります。
　状態より適切に治療方法を選択することにより歩行困難状態になることを防ぐことが出来ます。

スポーツの秋です　丈夫な骨を作りましょう！

　骨を作る大切な栄養素にカルシウムがありますが、その他にリンがあります。
　リンは市販の加工食品の中に多く含まれていて、例えば、ジュースには変色・沈殿防止に、アイスクリー
ムには硬・軟調整用に使われています。カルシウムとリンの比率は１：１～２：１が理想とされています
が、現在の食生活を見てみると加工食品が氾濫し、リンを多くとり過ぎる傾向にあります。そうするとリ
ンとカルシウムが結合し尿として排出され、その結果、体内からカルシウムが減り、骨が弱くなったりイ
ライラしたり、病気に対する抵抗力を弱めたりしてしまいます。
　また、カルシウムを吸収するために働くビタミンＤは皮膚で作られるのですが、このビタミンＤを作る
ためには日光（紫外線）をある程度浴びることも必要です。そして、丈夫な骨を作るためには運動も大切
です。

から健康は食

豆　知　識豆　知　識豆　知　識環 境環 境
みんなでエコ

二酸化炭素削減に向けた6つのチャレンジ
　温室効果ガス排出量を25％削減するために生まれた「チャレンジ25キャンペーン」。このキャンペーンで
は、会社や家庭で実践出来る二酸化炭素削減に向けた具体的な行動を「６つのチャレンジ」として提案して
います。

チャレンジ４　住宅・ビルのエコ化を選択しよう

住宅・ビルに新しく太陽光発電を設置したり断熱材やエコガラスを取り入れたりしましょう。

　チャレンジ５　二酸化炭素削減につながる

　　　　　　　　　　取り組みを応援しよう

企業等が行っている取り組みを知り間伐材を使用し
た商品を選択したり、カーボン・フットプリント※

で二酸化炭素排出量の少ない商品を選択したりしま
しょう。 ※商品の製造過程で排出された二酸化炭素量の表示

　チャレンジ６　地域で取り組む温暖化防止

　　　　　　　　　　活動に参加しよう

地域のレンタサイクルや公共交通機関を利用しま
しょう。
また、地域の環境関連イベントに積極的に参加し、
環境への意識を高めましょう。

◎チャレンジ１、２、３は９月号に掲載。

カルシウムを上手にとるためには
　★加工食品をなるべく避け、生の素材を使う。
　★ごま・緑の野菜・わかめ・のり・ひじきなどの海藻類や豆類

（豆腐・納豆等）、そしてチーズ・ヨーグルトなどの乳製品
や牛乳などは、毎日欠かさず食べる。

ごま

ヨーグルトミルク

わかめ
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　市では来年度から、市内に「赤ちゃんの駅」を設置します。
　「赤ちゃんの駅」とは、外出時にオムツ替えや授乳などで立ち寄
ることができる場所のことで、乳幼児を抱える保護者の子育てを地
域社会全体で支援する取り組みの一環として、公共施設や民間施設
の協力を得て設置を進めます。
　それに先駆け常陸大宮市赤ちゃんの駅のシンボルマークが決定し
ました。
　シンボルマークは７月から８月にかけて募集し、市内外から24
点の応募がありました。
　選定は地域子育て支援センターの保育士や保護者会の会長等で構
成された赤ちゃんの駅設置推進事業推進委員会（会長　長谷川みさ
江保育士）14人のメンバーが行い、ベストデザイン賞として東京
都中央区在住の鈴木健

け ん

之
じ

さんの作品が選ばれました。シンボルマー
クは、利用者への目印とな
るよう施設の目立つ場所に
掲示します。
　なお、設置箇所について
は決まり次第広報紙やホー
ムページ等でお知らせしま
す。
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2011年７月24日までに
地上デジタル放送完全移行
デジタル放送に関するお問い合せ先
地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター

TEL:0570-07-0101または03-4334-1111
平日：９:00～21:00／土・日・祝祭日９:00～18:00

常陸大宮市の人口（10月１日現在・推計常住者） 総人口45,384人（男22,277人、女23,107人）世帯数16,362世帯

レーシングカーに興奮！
　９月17日から19日、栃木県茂木町の
ツインリンクもてぎで2010年のインデ
ィカーレースシリーズ第16戦が行われ
ました。
　シリーズ中はトークショーやレーシン
グカーの展示等のイベントが行われ、９
月18日にはひたまるもイベントに参加し、来場者に常陸大
宮市と茨城県をPRしてきました。
　インディジャパンはツインリンクもてぎで毎年行われてい
る自動車レースで、開催中はたくさんの人で賑わいました。

▼武藤英紀レーサーの
　レーシングカーと

▲選定の様子

▲シンボルマーク

赤ちゃんの駅シンボルマーク決定

■問い合わせ先■　福祉課　子育て支援室　☎52－1111　内線136


